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はじめに
今や世界中の企業の半数近くが、すでにサービス指向アーキテクチャー 
(SOA) システムの機能的展開への投資、試験運用、あるいは本格的検討を
行っている、ということがほとんどのアナリスト調査から出されている一致し
た見解です。その投資額にはかなり大きな差があり、2012 年までの予測で
は約 184 億ドルから 1,600 億ドルまでとなっています。 しかしここからのメッ
セージは明確です。ビジネスは市場への時間の短縮、成長のためにビジネ
スの改善、組織内に埋もれた貴重な情報の有効活用を必要としているので
す。再利用性と柔軟性を実現するという観点から、SOA 環境は多くの企業
にとって、最適な解決策を提供します。

実際、Aberdeen Group は、以下のように、SOA の本格的導入に向けて早
めに手を打っている企業は賢明だと述べています。 「SOA インフラストラク
チャーに重点的に取り組んでいる企業は、Web サービスの展開にとどまって
いる企業より優位に立っています。アプリケーションのライフ・サイクル・コ
スト削減、プロジェクトのスループット向上、ユーザーの満足度向上を実現し
ています。 1」

本書では、現在の限られた範囲のSOA インフラストラクチャープロジェクト
から、全社規模の広範囲の実装に拡張する際に陥りやすい落とし穴を回避
する方法、また熟達した専門家による統合がサービス指向で期待されること
の実行にどう役立つのかについて説明します。さらに、いろいろな課題を克
服してSOAインフラストラクチャーを実装されたお客様の事例も紹介します。

新たな緊急課題 : プロセスの整合性
多くの企業では、ビジネスの要求の変化に俊敏に対応する必要性、つまり、
お客様のニーズへの対応、ファイアウォールの外側に存在するサプライヤー
や取引先との接続、社内システムの統合など、SOA 環境構築が求められて
います。
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一方、SOA アプローチにおいては IT インフラストラクチャーに対する新たな
要件が出てきます。従来のようなサイロ型環境で単一のアプリケーションを
運用するのとは異なり、多数のアプリケーション・コンポーネントの処理能
力が要求されるということです。 全社規模の SOA  実装のための IT インフラ
ストラクチャーは、「プロセスの整合性」( 図 1) という極めて重要な概念への
対応が要求されます。 

オープンな SOA 環境においても、 
緊密に結合されたクローズド・システ
ムにおけるのと同じ信頼性、一貫性、
および予測可能性が必要です。

相互作用の整合性 トランザクションの
整合性

情報の整合性

プロセスの整合性

図 1. プロセスの整合性は SOA 実装の極めて重要な構成要素

プロセスの整合性とは、セキュアでスケーラブルな SOA 環境において、サー
ビス、人間の作業、情報、ドメイン、およびユーザーを同期することです。  
それは迅速なだけでは不十分で、密接に結合されたクローズド・システムに
おけるのと同様に、オープンなサービス指向システムにおいても信頼性・一
貫性および予測可能性を提供することがビジネスに求められます。
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信頼性、一貫性、および予測可能性は緊密に結合されたクローズド・システ
ムにおけるのと同様に必要です。これはインフラストラクチャーが下記をサ
ポートしていることを意味します。

データ/ 情報の整合性 -  信頼性、完全性、および管理の容易性を備えた
情報サービス
トランザクションの整合性 -  トランザクションの一貫した実行と必要に 
応じたリカバリー
相互作用の整合性 -  安全かつ確実な、ユーザーによる最新情報や 
コンテンツへのアクセス

SOA インフラストラクチャーは、サービスの組み合わせ ( およびアプリケー
ションの分解 ) を行いますが、あたらしいサービスは一貫して正しく機能する
のだろうかという深刻な疑問がおこります。プロセスの整合性の実現には、
エンドツーエンドの統合、高いサービス品質、およびセキュリティーが必要と
されます。それを間違えると、お客様の不満、生産性の低下、収益への悪影響、
および規制リスクの増大につながりかねません。正しく行えば、SOA 環境で
重要なビジネス・プロセスを確実に実行することができます。 

それでは、プロセスの整合性の実例をいくつか見てみましょう。

データの整合性の実際 :  アプリケーション間の隠れた依存関係を明らかにする
ある自動車および関連機器の大手メーカー/ 代理店は、情報を統合し、情
報の共用をもっと容易にしようとしましたが、そのためには自社のバリュー・
チェーン全体に分散したグローバル・システムを考慮しなければなりませんで
した。高度なカスタマイズにより、柔軟性の制限があるプログラムを数多く
抱えていたため、営業、マーケティング、およびカスタマー・ケアの社内のチー
ムに必要不可欠な顧客情報を提供する能力がありませんでした。また、新し
いアプリケーションを素早く展開することもできませんでした。同社は、セ
キュリティーを充実させながら、主要な販売店ネットワークに、より簡単なア
クセス方法でデータを利用できるようにしたいと考えていました。 

•

•

•
プロセスの整合性を実現するには、 
エンドツーエンドの統合、高い 
サービス品質、およびセキュリティー
が必要です。
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課題：　さまざまなベンダーのプラットフォームやデータ・フォーマットが混
在する環境において、設計、調達、保守、およびカスタム構成に関する情報
を、あたかも単一のソースから取得されたかのように、整合性が維持された
形で提示するには？

標準コンポーネントとオープン IT スタンダードによるサービス指向アーキテク
チャーを導入した結果、以前であれば誰も容易にできなかったこと、すなわ
ち、1 回の照会でさまざまなソースから素早く情報を提供するということが
可能になりました。 その SOAインフラストラクチャー・ソリューションの中核
は、さまざまなデータベース間の接続を提供するエンタープライズ・サービス・
バス (ESB) でした。ESB を導入する前は、担当者はデータの抽出のためにデー
タ・リポジトリーごとにログインし、ログアウトする必要がありました。たと
えば、ある車を整備や修理するのに複数の部品が必要になると、まず設計
システムにログインして図面を参照した後、調達データベースにログインし部
品の注文と納期確認を行い、さらに整備データベースにログインし修理を担
当する整備士を手配しなければなりませんでした。

SOA インフラストラクチャーにより、同社はソースに関係なく情報を統合でき
るようになり、異種システム間の相互運用性を向上させたことに加えて、情
報アクセス・ソリューションの開発コストと保守コストの両方を削減すること
ができました。データの整合性は、ESB 自体の設計と実装、既存のマルチ
ベンダー・プラットフォームへの接続性、および各種データ・フォーマットの
変換に依存していました。また、ESB が成長をサポートして信頼性を果たす
ということについて、インフラストラクチャーに関係した成功要因が他に 2 
つあります。 

これらのテクノロジーは比較的新しいため、この会社のように、複雑なESB 
の実装を確実に行うためのスキルや経験が不足していることはよくあること
です。同社の場合は IBM が設計・実装支援を行い、データの整合性要件を
満たしつつ、プロジェクトのスケジュールどおりに完了することができました。

SOA インフラストラクチャーを導入 
した結果、今まで容易にできなかった
こと、すなわちマルチベンダー環境で 
1 回の照会で素早く情報を提供する 
ということが可能になりました。
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トランザクションの整合性 :  レガシー・アプリケーションとSOA 実装環境をつなぐ
あるグローバルな金融サービス企業は、市場の競争激化に対処するために、
重要な保険ブローカー・ネットワークとの連携を強化したいと考えました。
それは高品質の商品やサービス、適正価格、ますます知識と力をつけてき
ている顧客の要求を満たすために必要なことでした。ブローカー向けの新し
いWeb サイトが第一ステップでしたが、本当の価値をもたらすためには、バッ
クエンドのメインフレーム・システムに統合することが必要でした。 

レガシー・アプリケーションと新しいアプリケーションが混在するこの会社は、
情報検索だけでなく、実際のトランザクションを遂行し、主幹業務アプリケー
ションと対顧客プロセスに接続した場合、プロセスの整合性とデータの整合
性を維持するためにSOA 環境を実現する必要が求められました。

この会社は、IBM の専門知識を活用することで、こうしたプロジェクトにつ
きもののリスクを軽減しました。『IBM SOA インフラストラクチャー・コンサ
ルティング・サービス - インフラストラクチャー・レディネス』により、目標
とするビジネス・パフォーマンスと可用性要件の達成のため、既存の IT イン
フラストラクチャーへの必要な調整やアップグレードの必要性を把握しまし
た。詳細設計フェーズでは、IBM の SOA ベスト・プラクティス、リファレン
ス・アーキテクチャー 、および IBMの統合に関する専門知識を活用しました。
その結果、エンドツーエンドのプロセスの整合性を維持しながら、フロント
エンドの Web アプリケーション、データベース・サーバー、およびバックエン
ドのレガシー・アプリケーションを統合することに成功しました。現在、顧
客の与信確認などのトランザクションの開始、検証、および承認を 1 つのプ
ロセスとして行うことが可能になり、ブローカーに大幅な時間節約をもたら
しています。 

SOA インフラストラクチャーにより、
すべての処理はWebから開始、検証、
承認が可能になりました。

外部の専門知識を活用することに 
より、複雑なプロジェクトにつきもの
のリスクを軽減できました。
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トランザクションの整合性 : 現在の資産を完全に置き換えることなく将来に移行する
米国に本拠を置くあるレンタカー会社は、先進的な考え方を持つ企業として
「旧態依然」の IT インフラストラクチャーが重荷となっていることを理解して
いました。 問題は、実働しているレガシー予約システムの作り直しや、大量
の予約処理のためのデータ・センター・アプリケーションの置き換えには法
外なコストがかかりそうだということでした。

SOA アプローチの採用は、既存の資産の価値を高め、将来の成長のための
基盤をつくることができました。また、Web プレゼンスを構築して他のオン
ライン旅行サービスが当社のレンタカー予約システムにアクセスできるように
した結果、売り上げ増加につながりました。共通のメッセージング・バスが
重要なメディエーション・エージェントとして異種資産を接続し、既存のメイ
ンフレーム・アプリケーションの「完全な置き換え」やコード変更の必要なく、
Web サービスから従来の予約システムにアクセスできるようになりました。 

しかし、Web フロントエンドから IMS データベースと IBM DB2® データベー
スを接続するというプロジェクトの複雑さから、管理チームは本番稼働の前
の新しい構成の負荷テストに躊躇していました。同社にSOA テスト要員がい
なかったため、IBM に設計の検証を依頼しました。その結果、予約処理に
問題があり、顧客にレンタカーを手配できないという問題が起きる可能性を
見つけることができました。チームは、IBM から戦略上のポイントへの適切
なツールとスキルを備えた要員の提供を受けることにより、スケジュールどお
りに新しい SOA インフラストラクチャーの本番稼働を開始することができま
した。これは、既存のシステムを作り直した場合の 3 分の 1 未満のコストで
実施できました。 

SOA 環境は、レガシー・アプリケー 
ションや IT インフラストラクチャー
を「完全な置き換え」する必要が 
ありません。

戦略上のポイントで適切な支援を 
受けることにより、スケジュール 
どおりに、しかもシステムを作り 
直した場合の 3 分の 1 のコストで 
SOA インフラストラクチャーの 
本番稼働ができました。
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相互作用の整合性 : 単一の Web ベースのビューを介して複数のデータベースにアク
セスする
世界 40 カ国に子会社と小売店の大規模なネットワークを持つある欧州の
メーカーは、SOA インフラストラクチャーと Web ベースのバイリンガル・サー
ビス・ポータルを使用して、記録的な短期間で、複数のエンタープライズ・リソー
ス・プランニング (ERP) システムを統合しました。プロジェクトの開始から完
了までに要した期間はわずか 4 カ月で、テスト・バージョンの準備には 4 週
間しかかかりませんでした。

これは、SOA 環境内にポータルを構築することの複雑さからは考えられない
スピードです。このポータルは、内部システムと外部当事者間のビジネス・プ
ロセスのためのインターフェースおよび統合プラットフォームとなり、サプラ
イヤー、顧客、ディーラー、および従業員の窓口となります。 400 社以上の
販売業者やサービス技術員が、役割に基づいた機能でのみアクセスを許可
されるというセキュリティー権限でポータルに接続します。ポータルからの情
報は表示され、引き続き全データの保守や処理は ERP システムが行います。 

最初の 1 カ月で、従来は人手で行っていた作業の約 30 % をポータルで処理
できるようになり、人件費の削減に加えて IT コストも約 7% が削減できまし
た。さらに、販売、返品、在庫管理、棚卸し、注文、および設備履歴のサポー
トにより、サービス品質も向上できました。

このプロジェクトでは、1つの IBM チームが ERP の立ち上げを準備する一方、
ポータルの開発と実装は別の IBM チームが担当しました。適切に設計され
た SOA インフラストラクチャーにより、この会社は将来の成長やビジネスの
変化に対応する能力を獲得しました。 

ポータルは、内部ビジネス・システム 
と外部当事者間の Web トランザク
ションを可能にする柔軟なインター
フェースおよび統合プラットフォーム
となります。

オープン・プラットフォーム上に SOA 
環境を構築することにより、コア・ 
インフラストラクチャーに影響を 
与えることなく将来のプロセス変更を
行えるようになります。
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適切な SOA パートナーの選定
IBM Academy of Technology が 2007 年に実施した SOA プロジェクトで学
んだ教訓とベスト・プラクティスに関する調査の結果、『入念に設計されたイ
ンフラストラクチャー』が SOA 導入の成功を占う最も重要な要素であること
がわかりました。部門のパイロットは、SOA アーキテクチャー全体が完成し
ていなくても成功するかもしれません。しかし、全社的な展開を開始する時
点では、SOA インフラストラクチャーが完成していないと実装能力に影響が
出るだけでなく、パイロットに立ち返ってやり直さざるを得なくなることも少
なくありません 2。 

また、第 2 位の『ビジネスと IT の整合』に次いでベスト・プラクティスの第 
3 位に入ったのは、『SOA 環境の開発と展開のためのスキルを備えた要員の
確保』でした。多くの事例からわかるように、プロセスの整合性を備えた 
SOA インフラストラクチャーの実装には知識と経験が必要です。当然、企業
規模の SOA 実装をさらに拡張するに当たって、企業全体として部門を越え
たサポートが必要になります。したがって、SOA パートナーの選定に当たっ
ては、以下の点を考慮すべきです。 

高性能かつ高可用性のインフラストラクチャーに関する専門知識、特に、
SOA 稼働環境を設計・構築する専門知識
異機種混合環境におけるさまざまなプロジェクトに長年にわたって関与し
た経験から得られた、広範なベスト・プラクティス、方法論、ツール、お
よび実証済みのアーキテクチャー
経験のある、豊富なトレーニングを受けた SOA 技術認定者
ミドルウェア・ツール、開発者、エンジニアのアクセスおよびその他の実装
スピードの向上のための能力

•

•

•
•

『入念に設計されたインフラストラク
チャー』、SOA 導入の成功を占う 
最も重要な要素です。

多くの企業では、SOA 実装を拡張する
ために専門知識を外部に求めることが
必要になります。
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IBM グローバル・テクノロジー・サービスの SOA インフラストラクチャー・サービス
IBM SOA Foundation のお客様はすでに 6,550 社を超えており、IBM は SOA 
導入に関するお客様特有のご要望やインフラストラクチャー要件を支援する
ため、堅固なサービス・ポートフォリオを開発してきました ( 図 2)。SOAに
対するインフラストラクチャー・レディネスのアセスメントから、ストラテジー
＆デザイン、テスト、さらに最適化に至るまで、IBMは以下のようなご支援
を行います。

アプリケーション間のインターフェースの構成と簡素化 
複数コンポーネントにわたるインフラストラクチャーの確実な管理と
モニター
複数のインフラストラクチャー・サーバー環境下で、プロセスの整合性の
実現のための高いサービス・レベルの達成
セキュリティーが完備された SOA ソリューションの開発
ミッション・クリティカルな業務アプリケーション間で共有されるインフラ
ストラクチャー・コンポーネントのスケーラビリティー、パフォーマンス・テ
スト、およびキャパシティー・プランニングの提供

•
•

•

•
•

インフラストラクチャー
戦略、

アーキテクチャー、
および設計

インフラストラクチャー・
ヘルスチェック

インフラストラクチャー
実装、統合、

およびマイグレーション

インフラストラクチャー・
テスト、最適化、

およびパフォーマンス

サービス管理および
ガバナンス

図 2. SOA インフラストラクチャーに対するライフ・サイクル・アプローチ

IBM の SOA アプローチは、これまで
の投資を人、情報、およびビジネス・
プロセス間の再利用可能なコネクショ
ンとして引き続き活用できるようにし
ます。
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費用対効果の高いソリューションが求められる経済状況の中、IBM の SOA ア
プローチは他の IT ベンダー、カスタム・アプリケーションやレガシー・アプリ
ケーション、も含めてお客様のこれまでの投資を保護し、人、情報、およびビ
ジネス・プロセス間の再利用可能なコネクションとして引き続き活用し、お客
様の投資を保護します。そして、将来の成長や予測できないビジネス上の課
題に対応する能力をお客様に提供します。 

詳細情報
SOA 導入の拡張に必要な IT インフラストラクチャーの構築に関する IBM の
詳しいご支援については、IBM 担当者または IBM ビジネス・パートナーにお
問い合わせいただくか、以下の Web サイトをご覧ください。 

http://www-935.ibm.com/services/jp/index.wss/offerfamily/its/
b1327749  
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